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地震、津波、豪雨、噴火、パンデミック、戦争……そしていずれ起こるとされる首都
直下型地震や南海トラフ地震。
世界的神学者のアリスター・E・マクグラスをはじめ、あの日被災地で奮闘した、日
本のカトリック、改革派、日本基督教団、福音派の第一線で活躍する神学者、牧師た
ちが、あの日の大震災、パンデミック、苦難の意味、そして教会の役割を説き明かす。
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大災害の神学

東日本大震災国際神学シンポジウム
２０１２年３月、震災直後に日本の教会に支援を申し
出てくれた米フラー学校と共に、聖学院大学総合研
究所、東京基督教大学、DRCnet（災害救援キリス
ト者連絡会）の主催で、プロテスタントの主流派と
福音派の壁を越えて始められたシンポジウム。２回
目以降はカトリックも加わり、国、教派を超えて、あ
の大震災を神学していく営みが続けられている。

東日本大震災国際神学シンポジウム講演録

Theology of Disaster

人は、いかにしてもう一度立ち上がるか。
わたしたちキリスト者は大震災、大災害、苦難をどのように捉え、

神と隣人を愛し、神の国に向かって前に進むのか。

アリスター・E・マクグラス、菊地 功、吉田 隆、
森島 豊、朝岡 勝、ジェフリー・メンセンディーク 
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